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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

このマニュアルは、主にGOWINセミコンダクターのBSRAMとSSRAM

の特性、動作モード、プリミティブ、及び IPの呼び出しなどについて説明

します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのウェブサイト www.gowinsemi.com/jaから、

以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート（DS102） 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド（SUG100） 

https://gowinsemi.com/ja/support/database/
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味については、表 1-1

を参照してください。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

BSRAM Block SRAM ブロック SRAM 

CFU Configurable Function Unit コンフィギャラブル機能ユニット 

CST Constraints 物理制約ファイル 

DP 
True Dual Port 16K Block 
SRAM 

16Kデュアル・ポート BSRAM 

ROM Read-Only Memory 読み出し専用メモリ 

SDP 
Semi Dual Port 16K Block 
SRAM 

16K セミ・デュアル・ポート
BSRAM 

SP 
Single Port 16K Block 
SRAM 

16Kシングル・ポート BSRAM 

SSRAM Shadow SRAM 分散 SRAM 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

Gowin FPGA製品には、ブロック SRAM（BSRAM）や分散 SRAM

（SSRAM）などの豊富なメモリリソースがあります。 

各 BSRAMは最大 18Kbitsに構成でき、データ幅やアドレスの深さも構

成可能です。各 BSRAMには、Aポートと Bポートの 2つの独立したポー

トがあります。2つのポートには独立したクロック、アドレス、データ、

及び制御信号があるため、個別に読み出し/書き込みを行うことができます。

また、この 2つのポートは 1つのメモリ領域を共有します。 

Gowin FPGAの基本構成要素であるコンフィギャラブル機能ユニット

(CFU) は、アプリケーションシナリオに応じて、16 x 4ビットの SRAMま

たは ROM（ROM16）を含む SSRAMとして構成できます。 

2.1 BSRAMの特性 

 1つの BSRAMの最大容量は 18Kbits 

 クロック周波数は最大 380MHz(Read-before-writeモードの場合は
230MHz) 

 シングル・ポート・モード（SP）をサポート 

 デュアル・ポート・モード（DP）をサポート 

 セミ・デュアル・ポート・モード（SDP）をサポート 

 読み出し専用モード（ROM）をサポート 

 最大 36ビットのデータ幅をサポート 

 デュアル・ポート・モードとセミ・デュアル・ポート・モードは、独

立した読み出し/書き込みクロックと独立したデータ幅をサポート 

 読み出しはレジスタ出力またはバイパス出力をサポート 

 書き込みは Normalモード、read-before-writeモード、および

write-throughモードをサポート 
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2.2 BSRAMのモード 

各 BSRAMは 16Kbitsまたは 18Kbitsに構成でき、構成可能なデータ幅

及びアドレス深さは表 2-1に示す通りです。 

表 2-1 BSRAMの構成モード一覧 

容量 

シングル・

ポート・モ

ード 

デュアル・

ポート・モ

ード 

セミ・デュア

ル・ポート・

モード 

ROMモ

ード 

16Kbits 

16K x 1 16K x 1 16K x 1 16K x 1 

8K x 2 8K x 2 8K x 2 8K x 2 

4K x 4 4K x 4 4K x 4 4K x 4 

2K x 8 2K x 8 2K x 8 2K x 8 

1K x 16 1K x 16 1K x 16 1K x 16 

512 x 32 – 512 x 32 512 x 32 

18Kbits 

2K x 9 2K x 9 2K x 9 2K x 9 

1K x 18 1K x 18 1K x 18 1K x 18 

512 x 36 – 512 x 36 512 x 36 

 

各 BSRAMのアドレスバス幅は 14ビット（すなわち、AD[13:0]）であ

るため、最大アドレス深さは 16,384になります。データ幅とアドレス幅

の対応関係は表 2-2に示す通りです。 

表 2-2 BSRAMのデータ幅とアドレス幅の対応関係 

容量 
構成モー

ド 
データ幅 アドレス深さ アドレス幅 

16Kbits 

16K x 1 [0:0] 16,384 [13:0] 

8K x 2 [1:0] 8,192 [13:1] 

4K x 4 [3:0] 4,096 [13:2] 

2K x 8 [7:0] 2,048 [13:3] 

1K x 16 [15:0] 1,024 [13:4] 

512 x 32 [31:0] 512 [13:5] 

18Kbits 

2K x 9 [8:0] 2,048 [13:3] 

1K x 18 [17:0] 1,024 [13:4] 

512 x 36 [35:0] 512 [13:5] 

 

デュアル・ポートとセミ・デュアル・ポート・モードの書き込みクロッ

ク及び読み出しクロックは独立しており、独立した読み出し/書き込みのデ

ータ幅がサポートされています。デュアル・ポート・モードでは、Aポー

トと Bポートがサポートするデータ幅は表 2-3に示す通りです。セミ・デ

ュアル・ポート・モードでは、Aポートと Bポートがサポートするデータ

幅は表 2-4に示す通りです。 
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表 2-3デュアル・ポート・モードにおけるデータ幅 

容量 Bポート 
Aポート 

16K x 1 8K x 2 4K x 4 2K x 8 1K x 16 2K x 9 1K x 18 

16Kbits 

16K x 1 Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A 

8K x 2 Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A 

4K x 4 Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A 

2K x 8 Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A 

1K x 16 Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A 

18Kbits 
2K x 9 N/A N/A N/A N/A N/A Yes Yes 

1K x 18 N/A N/A N/A N/A N/A Yes Yes 

 

表 2-4セミ・デュアル・ポート・モードにおけるデータ幅 

容量 
Bポー

ト 

Aポート 

16K x 
1 

8K x 2 
4K x 
4 

2K x 
8 

1K x 16 512x32 2K x 9 
1K x 
18 

512 x 
36 

16Kbits 

16K x 1 Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

8K x 2 Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

4K x 4 Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

2K x 8 Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

1K x 16 Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

512 x 
32 

Yes Yes Yes Yes Yes Yes N/A N/A N/A 

18Kbits 
2K x 9 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Yes Yes Yes 

1K x 18 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Yes Yes Yes 
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3BSRAMプリミティブ 

Block Memoryは、静的アクセス機能を備えたブロック状の SRAMです。

BSRAMの特性によれば、シングル・ポート・モード（SP/SPX9）、デュア

ル・ポート・モード（DPB/DPX9B）、セミ・デュアル・ポート・モード

（SDPB/SDPX9B）、および読み出し専用モード（pROM/pROMX9）に分

類できます。 

注記： 

 GW1N-9/GW1N-1S/GW1NR-9/GW1NS-4はデュアル・ポート・モードをサポートし

ません。 

 GW1N-9/GW1NR-9/GW1NS-4の場合、32/36ビット幅のSP/SPX9は2つのSP/SPX9

によって実装されるため、2つの BSRAMを占有します。 

 GW1NZ-1/GW1NZ-1Cは 1/2/4/8/9ビット幅のデュアル・ポート・モードをサポート

しません。 

 GW1N-4D/GW1NR-4D/GW2AN-18X/GW2AN-9Xは 1/2/4/8/9ビット幅のデュアル・

ポート・モードでの read-before-writeモードをサポートしません。 

3.1 デュアル・ポート・モード 

プリミティブの紹介 

DPB/DPX9B(True Dual Port 16K Block SRAM/True Dual Port 18K Block 

SRAM)：16K/18Kデュアル・ポート BSRAM。 

機能の説明 

DPB/DPX9Bはそれぞれメモリ領域が 16K bit/18K bitであるデュアル・

ポート・モードの BSRAMです。Aポートと Bポートは個別に読み出し/

書き込み[1]を実現できます。2つの読み出しモード（bypassモードと

pipelineモード）と 2つの書き込みモード（normalモードと write-through

モード）がサポートされます。 

注記： 

[1]同じアドレスに対する同時の読み出しと書き込みは禁止されています。 

 読み出しモード 

パラメータの READ_MODE0、READ_MODE1は、Aおよび Bポート出

力 pipelineレジスタを有効または無効にするために使用されます。出力



3 BSRAMプリミティブ 3.1 デュアル・ポート・モード 

 

UG285-1.3.7J 7(61) 

 

pipelineレジスタを使用する場合、読み出しには追加の遅延期間が必要で

す。 

 書き込みモード 

normalモードと write-throughモードがあります。Aポートおよび Bポ

ートの書き込みモードは、それぞれパラメータWRITE_MODE0および

WRITE_MODE1によって構成されます。異なるモードに対応する内部タ

イミング波形を図 3-1から図 3-6に示します。 

図 3-1 DPB/DPX9B Normal書き込みモードのタイミング図（Bypass読み出しモード） 
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図 3-2 DPB/DPX9B Normal書き込みモード(ポート Bは書き込み、ポート Aは読み

出し)のタイミング図（Bypass読み出しモード） 
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図 3-3 DPB/DPX9B Normal書き込みモードのタイミング図（Pipeline読み出しモー

ド） 
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図 3-4 DPB/DPX9B Normal書き込みモード(ポート Bは書き込み、ポート Aは読み

出し)のタイミング図（Pipeline読み出しモード） 
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図 3-5 DPB/DPX9B Write-through書き込みモードのタイミング図（Bypass読み出し

モード） 
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図 3-6 DPB/DPX9B Write-through書き込みモードのタイミング図 （Pipeline読み出

しモード） 

 

対応関係 

表 3-1 DPB/DPX9Bデータ幅とアドレス深さの対応関係 

デュアル・ポー

ト・モード 
BSRAM容量 データ幅 アドレス深さ 

DPB 16Kbits 

1 14 

2 13 

4 12 

8 11 

16 10 

DPX9B 18Kbits 
9 11 

18 10 
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ポート図 

図 3-7 DPB/DPX9Bのポート図 
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ポートの説明 

表 3-2 DPB/DPX9Bのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

DOA[15:0]/DOA[17:0] 出力 Aポートデータ出力 

DOB[15:0]/DOB[17:0] 出力 Bポートデータ出力 

DIA[15:0]/DIA[17:0] 入力 Aポートデータ入力 

DIB[15:0]/DIB[17:0] 入力 Bポートデータ入力 

ADA[13:0] 入力 Aポートアドレス入力 

ADB[13:0] 入力 Bポートアドレス入力 

WREA 入力 

Aポート書き込みイネーブル入力 

1：書き込み 

0：読み出し 

WREB 入力 

Bポート書き込みイネーブル入力 

1：書き込み 

0：読み出し 

CEA 入力 
Aポートクロックイネーブル信号、

アクティブ High 

CEB 入力 
Bポートクロックイネーブル信号、

アクティブ High 

CLKA 入力 Aポートクロック入力 

CLKB 入力 Bポートクロック入力 

RESETA 入力 

Aポートリセット入力。同期リセッ

トおよび非同期リセットをサポー

ト、アクティブ High。RESETAは、

メモリ内の値をリセットするので

はなく、レジスタをリセットします 

RESETB 入力 

Bポートリセット入力。同期リセッ

トおよび非同期リセットをサポー

ト、アクティブ High。RESETBは、
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ポート名 I/O 説明 

メモリ内の値をリセットするので

はなく、レジスタをリセットします 

OCEA 入力 

A ポート出力クロックイネーブル

信号。Aポートの pipelineモードに

使用、bypassモードには無効 

OCEB 入力 

B ポート出力クロックイネーブル

信号。Bポートの pipelineモードに

使用、bypassモードには無効 

BLKSELA[2:0] 入力 

Aポートブロック選択信号。容量拡

張のために複数の BSRAM をカス

ケード接続する際に使用 

BLKSELB[2:0] 入力 

Bポートブロック選択信号。容量拡

張のために複数の BSRAM をカス

ケード接続する際に使用 

パラメータの説明 

表 3-3 DPB/DPX9Bのパラメータの説明 

パラメータ名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 デフォルト値 説明 

READ_MODE0 Integer 1'b0,1'b1 1'b0 

Aポート読み出しモード構成 

1'b0:bypassモード 

1'b1:pipelineモード 

READ_MODE1 Integer 1'b0,1'b1 1'b0 

Bポート読み出しモード構成 

1'b0:bypassモード 

1'b1:pipelineモード 

WRITE_MODE
0 

Integer 2'b00,2'b01 2'b00 

Aポート書き込みモード構成 

2'b00: Normalモード 

2'b01: write-throughモード 

WRITE_MODE
1 

Integer 2'b00,2'b01 2'b00 

Bポート書き込みモード構成 

2'b00: Normalモード 

2'b01: write-throughモード 

BIT_WIDTH_0 Integer 
DPB:1,2,4,8,16 
DPX9B:9,18 

DPB:16 
DPX9B:18 

Aポートデータ幅構成 

BIT_WIDTH_1 Integer 
DPB:1,2,4,8,16 
DPX9B:9,18 

DPB:16 
DPB:18 

Bポートデータ幅構成 

BLK_SEL_0 Integer 3'b000~3'b111 3'b000 

A ポートブロック選択のパラ

メ ー タ の 設 定 。 ポ ー ト

BLKSELA の値と同じ場合に

この BSRAM が選択されま

す。IP Core Generatorを使用

してメモリ拡張を行う場合、

拡張は自動的に実行されま

す。 

BLK_SEL_1 Integer 3'b000~3'b111 3'b000 

B ポートブロック選択のパラ

メ ー タ の 設 定 。 ポ ー ト

BLKSELB の値と同じ場合に

この BSRAM が選択されま

す。IP Core Generatorを使用
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パラメータ名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 デフォルト値 説明 

してメモリ拡張を行う場合、

拡張は自動的に実行されま

す。 

RESET_MODE String "SYNC","ASYNC" "SYNC" 

リセットモードの構成 

SYNC：同期リセット 

ASYNC：非同期リセット 

INIT_RAM_00
~ 
INIT_RAM_3F 

Integer 

DPB:256'h0 … 0~256'h1

…1 

DPX9B:288'h0 …

0~288'h1…1 

DPB:256'h0

…0 

DPX9B:288'h

0…0 

BSRAM メモリセルの初期化

データを設定するために使用

されます 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

DPBのインスタンス化を例に説明します： 

Verilogでのインスタンス化： 

DPB bram_dpb_0 ( 

.DOA({doa[15:8],doa[7:0]}), 

.DOB({doa[15:8],dob[7:0]}), 

    .CLKA(clka), 

    .OCEA(ocea), 

    .CEA(cea), 

    .RESETA(reseta), 

    .WREA(wrea), 

    .CLKB(clkb), 

    .OCEB(oceb), 

    .CEB(ceb), 

    .RESETB(resetb), 

    .WREB(wreb), 

    .BLKSELA({3'b000}), 

    .BLKSELB({3'b000}), 

    .ADA({ada[10:0],3'b000}), 

.DIA({{8{1'b0}},dia[7:0]}) 

    .ADB({adb[10:0],3'b000}), 

.DIB({{8{1'b0}},dib[7:0]}) 

); 
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defparam bram_dpb_0.READ_MODE0 = 1'b0; 

defparam bram_dpb_0.READ_MODE1 = 1'b0; 

defparam bram_dpb_0.WRITE_MODE0 = 2'b00; 

defparam bram_dpb_0.WRITE_MODE1 = 2'b00; 

defparam bram_dpb_0.BIT_WIDTH_0 = 8; 

defparam bram_dpb_0.BIT_WIDTH_1 = 8; 

defparam bram_dpb_0.BLK_SEL_0 = 3'b000; 

defparam bram_dpb_0.BLK_SEL_1 = 3'b000; 

defparam bram_dpb_0.RESET_MODE = "SYNC"; 

defparam bram_dpb_0.INIT_RAM_00 = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00A00
0000000000B; 

defparam bram_dpb_0.INIT_RAM_3E = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00A00
0000000000B; 

defparam bram_dpb_0.INIT_RAM_3F = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00A00
0000000000B; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT DPB 

GENERIC ( 

BIT_WIDTH_0:integer:=16; 

BIT_WIDTH_1:integer:=16; 

READ_MODE0:bit:='0'; 

READ_MODE1:bit:='0'; 

WRITE_MODE0:bit_vector:="00"; 

WRITE_MODE1:bit_vector:="00"; 

BLK_SEL_0:bit_vector:="000"; 

BLK_SEL_1:bit_vector:="000"; 

RESET_MODE:string:="SYNC"; 

INIT_RAM_00:bit_vector:=X"000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000"; 

INIT_RAM_01:bit_vector:=X"000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000"; 

INIT_RAM_3F:bit_vector:=X"000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000" 

); 

        PORT ( 
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DOA,DOB:OUT std_logic_vector(15 downto 0):
=conv_std_logic_vector(0,16); 

CLKA,CLKB,CEA,CEB,OCEA,OCEB,RESETA,
RESETB,WREA,WREB:IN std_logic; 

ADA,ADB:IN std_logic_vector(13 downto 0); 

BLKSELA:IN std_logic_vector(2 downto 0); 

BLKSELB:IN std_logic_vector(2 downto 0); 

DIA,DIB:IN std_logic_vector(15 downto 0) 

); 

END COMPONENT; 

uut:DPB 

    GENERIC MAP( 

BIT_WIDTH_0=>16, 

BIT_WIDTH_1=>16, 

READ_MODE0=>'0', 

READ_MODE1=>'0', 

WRITE_MODE0=>"00", 

WRITE_MODE1=>"00", 

BLK_SEL_0=>"000", 

BLK_SEL_1=>"000", 

RESET_MODE=>"SYNC", 

INIT_RAM_00=>X"000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000", 

INIT_RAM_01=>X"000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000", 

INIT_RAM_3F=>X"000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000" 

) 

PORT MAP( 

DOA=>doa, 

DOB=>dob, 

CLKA=>clka, 

CLKB=>clkb, 

CEA=>ceb, 

CEB=>ceb, 

OCEA=>ocea, 

OCEB=>oceb, 
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RESETA=>reseta, 

RESETB=>resetb, 

WREA=>wrea, 

WREB=>wreb, 

ADA=>ada, 

ADB=>adb, 

BLKSELA=>blksela, 

BLKSELB=>blkselb, 

DIA=>dia, 

DIB=>dib 

); 

 

3.2 シングル・ポート・モード 

プリミティブの紹介 

SP/SPX9(Single Port 16K BSRAM/Single Port 18K B- SRAM)：16K/18K

のシングル・ポート BSRAM。 

機能の説明 

SP/SPX9のメモリ容量は 16K bit/18K bitで、動作モードはシングル・ポ

ート・モードです。1つのクロックでシングル・ポートの読み出し/書き込

みを制御し、2つの読み出しモード（bypassモードと pipelineモード）と

3つの書き込みモード（Normalモード、write-throughモード、

read-before-writeモード）をサポートします。 

 読み出しモード 

パラメータの READ_MODEは、出力 pipelineレジスタを有効または無

効にするために使用されます。出力 pipelineレジスタを使用する場合、読

み出しには追加の遅延期間が必要です。 

 書き込みモード 

書き込みモードには、Normalモード、write-throughモード、および

read-before-writeモードがあり、パラメータのWRITE_MODEにより構成

されます。 

シングル・ポート BSRAMの各読み出し書き込みモードに対応する内部

タイミング波形については、デュアル・ポート BSRAMの場合のタイミン

グ図である図 3-1～図 3-6、および図 3-8と図 3-9を参照してください。 
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図 3-8 SP/SPX9 read-before-write書き込みモードのタイミング図（Bypass読み出し

モード） 

 

図 3-9 SP/SPX9 read-before-write書き込みモードのタイミング図（Pipeline読み出

しモード） 

 

 

対応関係 

表 3-4 SP/SPX9データ幅とアドレス深さの対応関係 

シングル・ポート・モード BSRAM容量 データ幅 アドレス深さ 

SP 16Kbits 

1 14 

2 13 

4 12 

8 11 

16 10 

32 9 

SPX9 18Kbits 9 11 
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シングル・ポート・モード BSRAM容量 データ幅 アドレス深さ 

18 10 

36 9 

 

ポート図 

図 3-10 SP/SPX9のポート図 
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ポートの説明 

表 3-5 SP/SPX9のポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

DO[31:0]/DO[35:0] 出力 データ出力信号 

DI[31:0]/DI[35:0] 入力 データ入力 

AD[13:0] 入力 アドレス入力 

WRE 入力 

書き込みイネーブル入力 

1：書き込み 

0：読み出し 

CE 入力 
クロックイネーブル入力、アクテ

ィブ High 

CLK 入力 クロック入力 

RESET 入力 

リセット入力。同期リセットおよ

び非同期リセットをサポート、ア

クティブ High。RESETは、メモ

リ内の値をリセットするのでは

なく、レジスタをリセットします 

OCE 入力 

出力クロックイネーブル信号。

pipelineモードに使用、bypassモ

ードには無効 

BLKSEL[2:0] 入力 

BSRAMブロック選択信号。容量

拡張のために複数のBSRAMをカ

スケード接続する際に使用 
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パラメータの説明 

表 3-6 SP/SPX9のパラメータの説明 

パラメータ名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 デフォルト値 説明 

READ_MODE Integer 1'b0,1'b1 1'b0 

読み出しモード構成 

1'b0:bypassモード 

1'b1:pipelineモード 

WRITE_MODE Integer 2'b00,2'b01,2'b10 2'b00 

書き込みモード構成  

2'b00: Normalモード 

2'b01:write-through モ ー

ド; 

2'b10: read-before-writeモ

ード 

BIT_WIDTH Integer 
SP:1,2,4,8,16,32 
SPX9:9,18,36 

SP:32 
SPX9:36 

データ幅構成 

BLK_SEL Integer 3'b000~3'b111 3'b000 

BSRAMブロック選択のパ

ラメータの設定。ポート

BLKSEL の値と同じ場合

にこの BSRAM が選択さ

れます。IP Core Generator

を使用してメモリ拡張を

行う場合、拡張は自動的に

実行されます。 

RESET_MODE String "SYNC","ASYNC" "SYNC" 

リセットモードの構成 

SYNC：同期リセット 

ASYNC：非同期リセット 

INIT_RAM_00~ 
INIT_RAM_3F 

Integer 

SP:256'h0…0~256'h1…1 

SPX9:288'h0… 0~288'h1

…1 

SP:256'h0…0 

SPX9:288'h0…0 

BSRAMの初期化データを

設定するために使用され

ます 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。SPのインスタ

ンス化を例に説明します： 

Verilogでのインスタンス化： 

SP bram_sp_0 ( 

    .DO({dout[31:8], dout[7:0]}), 

    .CLK(clk), 

    .OCE(oce), 

    .CE(ce), 

    .RESET(reset), 

    .WRE(wre), 

    .BLKSEL({3'b000}), 
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    .AD({ad[10:0], 3'b000}), 

    .DI({{24{1'b0}}, din[7:0]}) 

); 

defparam bram_sp_0.READ_MODE = 1'b0; 

defparam bram_sp_0.WRITE_MODE = 2'b00; 

defparam bram_sp_0.BIT_WIDTH = 8; 

defparam bram_sp_0.BLK_SEL = 3'b000; 

defparam bram_sp_0.RESET_MODE = "SYNC"; 

defparam bram_sp_0.INIT_RAM_00 = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00
A000000000000B; 

defparam bram_sp_0.INIT_RAM_01 = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00
A000000000000B; 

defparam bram_sp_0.INIT_RAM_3F = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00
A000000000000B; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT SP 

GENERIC( 

BIT_WIDTH:integer:=32; 

READ_MODE:bit:='0'; 

WRITE_MODE:bit_vector:="01";  

BLK_SEL:bit_vector:="000"; 

RESET_MODE:string:="SYNC"; 

INIT_RAM_00:bit_vector:=X"00A000000000000B
00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B "; 

INIT_RAM_01:bit_vector:=X"00A000000000000B
00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B "; 

INIT_RAM_3F:bit_vector:=X"00A000000000000B
00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B " 

         ); 

PORT( 

DO:OUT std_logic_vector(31 downto 0):=conv_
std_logic_vector(0,32); 

CLK,CE,OCE,RESET,WRE:IN std_logic; 

AD:IN std_logic_vector(13 downto 0); 

BLKSEL:IN std_logic_vector(2 downto 0); 
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DI:IN std_logic_vector(31 downto 0) 

); 

END COMPONENT; 

uut:SP 

GENERIC MAP( 

BIT_WIDTH=>32, 

READ_MODE=>'0', 

WRITE_MODE=>"01", 

BLK_SEL=>"000", 

RESET_MODE=>"SYNC", 

INIT_RAM_00=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B ", 

INIT_RAM_01=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B ", 

INIT_RAM_02=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B ", 

INIT_RAM_3F=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B " 

) 

PORT MAP ( 

DO=>dout, 

CLK=>clk, 

OCE=>oce, 

CE=>ce, 

RESET=>reset, 

WRE=>wre, 

BLKSEL=>blksel, 

AD=>ad, 

DI=>din 

); 

3.3 セミ・デュアル・ポート・モード 

プリミティブの紹介 

SDPB/SDPX9B(Semi Dual Port 16K Block SRAM /Semi Dual Port 18K 

Block SRAM )：16K/18Kのセミ・デュアル・ポート BSRAM。 

機能の説明 

SDPB/SDPX9Bはそれぞれメモリ領域が 16Kビット/18Kビットである
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セミ・デュアル・ポート・モードの BSRAMです。セミ・デュアル・ポー

ト・モードでは、Aポートでは書き込み、Bポートでは読み出しが行われ

ます[1]。2つの読み出しモード(bypassモードと pipelineモード)と 1つの

書き込みモード(normalモード)がサポートされます。 

注記： 

[1]同じアドレスに対する同時の読み出しと書き込みは禁止されています。 

 読み出しモード 

パラメータの READ_MODEは、出力 pipelineレジスタを有効または無

効にするために使用されます。出力 pipelineレジスタを使用する場合、読

み出しには追加の遅延期間が必要です。 

 書き込みモード 

SDPB/SDPX9BポートAは書き込み、ポートBは読み出しを実行します。

Normalモードをサポートします。 

セミ・デュアル・ポート BSRAMの各モードに対応する内部タイミング

波形を図 3-11および図 3-12に示します。 

図 3-11セミ・デュアル・ポート BSRAM Normal書き込みモードのタイミング図 

（Bypass読み出しモード） 
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図 3-12セミ・デュアル・ポート BSRAM Normal書き込みモードのタイミング図 

（Pipeline読み出しモード） 

 

対応関係 

表 3-7 SDPB/SDPX9Bデータ幅とアドレス深さの対応関係 

セミ・デュアル・

ポート・モード 
BSRAM容量 データ幅 アドレス深さ 

SDPB 16Kbits 

1 14 

2 13 

4 12 

8 11 

16 10 

32 9 

SDPX9B 18Kbits 

9 11 

18 10 

36 9 
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ポート図 

図 3-13 SDPB/SDPX9Bのポート図 
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RESETA
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3

DO
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CLKB

RESETB
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3 3 BLKSELB

 

 

ポートの説明 

表 3-8 SDPB/SDPX9Bのポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

DO[31:0]/DO[35:0] 出力 データ出力信号 

DI[31:0]/DI[35:0] 入力 データ入力信号 

ADA[13:0] 入力 Aポートアドレス入力信号 

ADB[13:0] 入力 Bポートアドレス入力信号 

CEA 入力 
A ポートクロックイネーブル信号、

アクティブ High 

CEB 入力 
B ポートクロックイネーブル信号、

アクティブ High 

CLKA 入力 Aポートクロック入力信号 

CLKB 入力 Bポートクロック入力信号 

RESETA 入力 

A ポートリセット入力信号。同期リ

セットおよび非同期リセットをサポ

ート、アクティブ High。RESETAは、

メモリ内の値をリセットするのでは

なく、レジスタをリセットします 

RESETB 入力 

B ポートリセット入力信号。同期リ

セットおよび非同期リセットをサポ

ート、アクティブ High。RESETBは、

メモリ内の値をリセットするのでは

なく、レジスタをリセットします 

OCE 入力 

出力クロックイネーブル信号。

pipeline モードに使用、bypass モー

ドには無効 

BLKSELA[2:0] 入力 

A ポートブロック選択信号。容量拡

張のために複数の BSRAM をカスケ

ード接続する際に使用 

BLKSELB[2:0] 入力 

B ポートブロック選択信号。容量拡

張のために複数の BSRAM をカスケ

ード接続する際に使用 
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パラメータの説明 

表 3-9 SDPB/SDPX9Bのパラメータの説明 

パラメータ名 
パラメータ

のタイプ 
値の範囲 デフォルト値 説明 

READ_MODE Integer 1'b0,1'b1 1'b0 

読み出しモード構成 

1'b0:bypassモード 

1'b1:pipelineモード 

BIT_WIDTH_0 Integer 
SDPB:1,2,4,8,16,32 
SDPX9B:9,18,36 

SDPB:32 
SDPX9B:36 

Aポートデータ幅構成 

BIT_WIDTH_1 Integer 
SDPB:1,2,4,8,16,32 
SDPX9B:9,18,36 

SDPB:32 
SDPX9B:36 

Bポートデータ幅構成 

BLK_SEL_0 Integer 3'b000~3'b111 3'b000 

Aポートブロック選択のパ

ラメータの設定。ポート

BLKSELの値と同じ場合に

このBSRAMが選択されま

す。IP Core Generatorを使

用してメモリ拡張を行う

場合、ソフトウェアは自動

的に拡張処理を行います。 

BLK_SEL_1 Integer 3'b000~3'b111 3'b000 

Bポートブロック選択のパ

ラメータの設定。ポート

BLKSELの値と同じ場合に

このBSRAMが選択されま

す。IP Core Generatorを使

用してメモリ拡張を行う

場合、拡張は自動的に実行

されます。 

RESET_MODE String "SYNC","ASYNC" "SYNC" 

リセットモードの構成 

SYNC：同期リセット 

ASYNC：非同期リセット 

INIT_RAM_00~ 
INIT_RAM_3F 

Integer 

SDPB:256'h0… 0~256'h1

…1 

SDPX9B:288'h0 …

0~288'h1…1 

SDPB:256'h0

…0 

SDPX9B:288'h

0…0 

BSRAM の初期化データを

設定するために使用され

ます 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。SDPBのインス

タンス化を例に説明します： 

Verilogでのインスタンス化： 

SDPB bram_sdpb_0 ( 

.DO({dout[31:16],dout[15:0]}), 

    .CLKA(clka), 

    .CEA(cea), 
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    .RESETA(reseta), 

    .CLKB(clkb), 

    .CEB(ceb), 

    .RESETB(resetb), 

    .OCE(oce), 

    .BLKSELA({3'b000}), 

    .BLKSELB({3'b000}), 

    .ADA({ada[9:0], 2'b00, byte_en[1:0]}), 

.DI({{16{1'b0}},din[15:0]}), 

    .ADB({adb[9:0],4'b0000}) 

); 

defparam bram_sdpb_0.READ_MODE = 1'b1; 

defparam bram_sdpb_0.BIT_WIDTH_0 = 16; 

defparam bram_sdpb_0.BIT_WIDTH_1 = 16; 

defparam bram_sdpb_0.BLK_SEL_0 = 3'b000; 

defparam bram_sdpb_0.BLK_SEL_1 = 3'b000; 

defparam bram_sdpb_0.RESET_MODE = "SYNC"; 

defparam bram_sdpb_0.INIT_RAM_00 = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00
A000000000000B; 

defparam bram_sdpb_0.INIT_RAM_3F = 
256'h00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B00
A000000000000B; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT SDPB 

GENERIC( 

                 BIT_WIDTH_0:integer:=16; 

                 BIT_WIDTH_1:integer:=16; 

                 READ_MODE:bit:='0'; 

                 BLK_SEL_0:bit_vector:="000"; 

                 BLK_SEL_1:bit_vector:="000"; 

                 RESET_MODE:string:="SYNC"; 

                 INIT_RAM_00:bit_vector:=X"00A000000000000
B00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B"; 

                 INIT_RAM_01:bit_vector:=X"00A000000000000
B00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B"; 

                 INIT_RAM_3F:bit_vector:=X"00A000000000000
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B00A000000000000B00A000000000000B00A000000000000B" 

); 

         PORT( 

                  DO:OUT std_logic_vector(31 downto 0):=conv_std
_logic_vector(0,32); 

                  CLKA,CLKB,CEA,CEB:IN std_logic; 

OCE,RESETA,RESETB:IN std_logic; 

                  ADA,ADB:IN std_logic_vector(13 downto 0); 

                  BLKSELA:IN std_logic_vector(2 downto 0); 

                  BLKSELB:IN std_logic_vector(2 downto 0); 

                  DI:IN std_logic_vector(31 downto 0) 

             ); 

END COMPONENT; 

 uut:SDPB 

     GENERIC MAP( 

BIT_WIDTH_0=>16, 

BIT_WIDTH_1=>16, 

READ_MODE=>'0', 

BLK_SEL_0=>"000", 

BLK_SEL_1=>"000", 

RESET_MODE=>"SYNC", 

INIT_RAM_00=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B", 

INIT_RAM_01=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B", 

INIT_RAM_3F=>X"00A000000000000B00A00
0000000000B00A000000000000B00A000000000000B" 

) 

       PORT MAP( 

DO=>dout, 

CLKA=>clka, 

CEA=>cea, 

RESETA=>reseta, 

CLKB=>clkb, 

CEB=>ceb, 

RESETB=>resetb, 
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OCE=>oce, 

BLKSELA=>blksela, 

BLKSELB=>blkselb, 

ADA=>ada, 

DI=>din, 

ADB=>adb 

); 

3.4 ROMモード 

プリミティブの紹介 

pROM/pROMX9(16K/18K Block ROM)：16K/18Kのブロック ROM。 

機能の説明 

pROM/pROMX9はメモリ領域がそれぞれ 16K bit/18K bitである読み出

し専用メモリで、2つの読み出しモード（bypassモードと pipelineモード）

をサポートします。 

パラメータの READ_MODEは、出力 pipelineレジスタを有効または無

効にするために使用されます。出力 pipelineレジスタを使用する場合、読

み出しには追加の遅延期間が必要です。 

ROMの各読み出しモードに対応する内部タイミング波形については、

セミ・デュアル・ポート BSRAMの Bポートのタイミングである図 3-14

および図 3-15を参照してください。 

図 3-14 ROMのタイミング図（Bypassモード） 
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図 3-15 ROMのタイミング図（Pipelineモード） 

 

 

対応関係 

表 3-10 pROM/pROMX9データ幅とアドレス深さの対応関係 

ROMモード BSRAM容量 データ幅 アドレス深さ 

pROM 16Kbits 

1 14 

2 13 

4 12 

8 11 

16 10 

32 9 

pROMX9 18Kbits 

9 11 

18 10 

36 9 

 

ポート図 

図 3-16 pROM/pROMX9のポート図 
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ポートの説明 

表 3-11 pROM/pROMX9のポートの説明 

ポート名 I/O 説明 

DO[31:0]/DO[35:0] 出力 データ出力信号 

AD[13:0] 入力 アドレス入力 

CE 入力 
クロックイネーブル入力、アク

ティブ High 

CLK 入力 クロック入力 

RESET 入力 

リセット入力。同期リセットお

よび非同期リセットをサポー

ト、アクティブ High。RESET

は、メモリ内の値をリセットす

るのではなく、レジスタをリセ

ットします 

OCE 入力 

出力クロックイネーブル信号。

pipeline モードに使用、bypass

モードには無効 

 

パラメータの説明 

表 3-12 pROM/pROMX9のパラメータの説明 

パラメータ名 

パラメー

タのタイ

プ 

値の範囲 デフォルト値 説明 

READ_MODE Integer 1'b0,1'b1 1'b0 

読み出しモード構成 

1'b0:bypassモード 

1'b1:pipelineモード 

BIT_WIDTH Integer 
pROM:1,2,4,8,16,32 
pROMX9:9,18,36 

pROM:32 
pROMX9:36 

データ幅構成 

RESET_MODE String "SYNC","ASYNC" "SYNC" 

リセットモードの構成 

SYNC：同期リセット 

ASYNC：非同期リセット 

INIT_RAM_00~ 
INIT_RAM_3F 

Integer 

pROM:256'h0…0~256'h1

…1 

pROMX9:288'h0 …

0~288'h1…1 

pROM:256'h0

…0 

pROMX9:288'

h0…0 

BSRAM の初期化データ

を設定するために使用

されます 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。pROMのインス

タンス化を例に説明します： 

Verilogでのインスタンス化： 

pROM bram_prom_0 ( 

    .DO({dout[31:8],dout[7:0]}), 
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    .CLK(clk), 

    .OCE(oce), 

    .CE(ce), 

    .RESET(reset), 

    .AD({ad[10:0],3'b000}) 

); 

defparam bram_prom_0.READ_MODE = 1'b0; 

defparam bram_prom_0.BIT_WIDTH = 8; 

defparam bram_prom_0.RESET_MODE = "SYNC"; 

defparam bram_prom_0.INIT_RAM_00 = 
256'h9C23645D0F78986FFC3E36E141541B95C19F2F7164085E63
1A819860D8FF0000; 

defparam bram_prom_0.INIT_RAM_01 = 
256'h000000000000000000000000000000000000000000000000000
000FFFFFFBDCF; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT pROM 

      GENERIC( 

BIT_WIDTH:integer:=1; 

READ_MODE:bit:='0'; 

RESET_MODE:string:="SYNC"; 

INIT_RAM_00:bit_vector:=X"9C23645D0F78986FF
C3E36E141541B95C19F2F7164085E631A819860D8FF0000"; 

INIT_RAM_01:bit_vector:=X"000000000000000000
000000000000000000000000000000000000FFFFFFBDCF" 

); 

      PORT( 

DO:OUT std_logic_vector(31 downto 0):=conv_std
_logic_vector(0,32); 

CLK,CE,OCE,RESET:IN std_logic; 

AD:IN std_logic_vector(13 downto 0) 

); 

END COMPONENT; 

uut:pROM 

GENERIC MAP(  

BIT_WIDTH=>1, 

READ_MODE=>'0', 
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RESET_MODE=>"SYNC", 

INIT_RAM_00=>X"9C23645D0F78986FFC3E36
E141541B95C19F2F7164085E631A819860D8FF0000", 

INIT_RAM_01=>X"000000000000000000000000
000000000000000000000000000000FFFFFFBDCF " 

) 

    PORT MAP( 

DO=>do, 

AD=>ad, 

CLK=>clk, 

CE=>ce, 

OCE=>oce, 

RESET=>reset 

); 
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4BSRAM出力リセット 

出力モジュールは RESET信号をサポートし、リセットされると、0を

出力することになります。そのブロック図は図 4-1に示す通りです。 

図 4-1出力リセットのブロック図 

Memory 

Array
Latch

Output

Register
DI

DO

RESET
 

 

RESET信号が有効な場合（アクティブ High）、出力ポートは 0を出力し

ます。 

RESETは同期リセット及び非同期リセットをサポートします。ユーザ

ーが直接プリミティブを呼び出しする際、パラメータ RESET_MODEを設

定する必要があります。IP Core Generatorを使用する場合、GUIでリセッ

トモードを選択できます。詳細については 6 IPの呼び出しを参照してくだ

さい。 

RESET信号はラッチ及び出力レジスタをリセットします。そのため、

RESET信号を有効にした場合、ユーザーがレジスタ出力モードまたはバ

イパス出力モードを使用しているかに関わらず、出力はすべて 0になりま

す。 

注記： 

書き込みの際、RESET信号は 0（無効状態）でなければなりません。 

図 4-2、図 4-3、図 4-4、及び図 4-5は各モードにおけるリセットタイミ

ング図です。そのうち、DO_RAMはメモリアレイのデータであり、DOは

出力ポートのデータです。 

レジスタ出力モード： 

 同期リセットが有効な場合、CLKの立ち上がりエッジで DOがリセッ



4 BSRAM出力リセット 

 
 

UG285-1.3.7J 36(61) 

 

トされます。 

 非同期リセットが有効な場合、DOはリセットされます。 

 リセットが無効で OCEが有効な場合、DOは "DO_RAM"を出力しま

す。 

 リセットが無効で OCEが無効な場合、DOは前の出力データを保持し

ます。 

バイパス出力モード： 

 同期リセットが有効な場合、CLKの立ち上がりエッジで DOがリセッ

トされます。 

 非同期リセットが有効な場合、DOはリセットされます。 

 リセットが無効な場合、OCEが有効か無効かにかかわらず、DOは

"DO_RAM"を出力します。 

図 4-2同期リセットのタイミング図（Pipelineモード） 

  

  

図 4-3同期リセットのタイミング図（Bypassモード） 
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図 4-4非同期リセットのタイミング図（Pipelineモード） 

  

 

図 4-5非同期リセットのタイミング図（Bypassモード） 
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5SSRAMプリミティブ 

Shadow SRAMは分散 SRAMで、シングル・ポート・モード、セミ・デ

ュアル・ポート・モード、および読み出し専用モードに構成できます（表

5-1）。 

表 5-1 SSRAMモード 

プリミティブ 説明 

RAM16S1 アドレス深さが 16、データ幅が 1のシングル・ポート SSRAM 

RAM16S2 アドレス深さが 16、データ幅が 2のシングル・ポート SSRAM 

RAM16S4 アドレス深さが 16、データ幅が 4のシングル・ポート SSRAM 

RAM16SDP1 
アドレス深さが 16、データ幅が 1のセミ・デュアル・ポート
SSRAM 

RAM16SDP2 
アドレス深さが 16、データ幅が 2のセミ・デュアル・ポート
SSRAM 

RAM16SDP4 
アドレス深さが 16、データ幅が 4のセミ・デュアル・ポート
SSRAM 

ROM16  アドレス深さが 16、データ幅が 1の ROM 

注記： 

GW1N-1、GW1N-1S、GW1N-4、GW1N-4B、GW1NR-1、GW1NR-4、GW1NR-4B、

GW1NRF-4B、GW1NS-4、GW1NS-4C、GW1NSER-4C、GW1NSR-4、GW1NSR-4C、

GW1N-4D、GW1NR-4Dデバイスは SSRAMをサポートしません。 

5.1 RAM16S1 

プリミティブの紹介 

RAM16S1(16-Deep by 1-Wide Single-port SSRAM)はアドレス深さが 16、

データ幅が 1のシングル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16S1はデータ幅が 1のシングル・ポート SSRAMで、その読み出

しアドレスと書き込みアドレスは同じです。WREが Highのときに書き込

みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジでデータがメモリ

にロードされます。読み出し操作では、アドレスに対応するデータが出力

されます。つまり、CFUの LUTによって構成される SSRAMは、同期的

に書き込まれ、非同期的に読み出されます。ただし、必要な場合は、各 LUT
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に関連付けられたレジスタを使用して同期読み出しも実装できます。その

タイミング図を図 5-1に示します。 

図 5-1 RAM16S1モードのタイミング図 

 

 

ポート図 

図 5-2 RAM16S1のポート図 
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ポートの説明 

表 5-2 RAM16S1のポートの説明 

ポート I/O 説明 

DI 入力 データ入力 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

AD[3:0] 入力 アドレス入力 

DO 出力 データ出力 
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パラメータの説明 

表 5-3 RAM16S1のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0 16'h0000~16'hffff 16'h0000 RAM16S1の初期値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16S1 instName( 

.DI(DI), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.AD(AD[3:0]), 

.DO(DOUT) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'h1100; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16S1 

   GENERIC (INIT:bit_vector:=X"0000"); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic; 

    DI:IN std_logic; 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    AD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

   ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16S1 

  GENERIC MAP(INIT=>X"0000") 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 



5 SSRAMプリミティブ 5.2RAM16S2 

 

UG285-1.3.7J 41(61) 

 

          AD=>AD 

  ); 

5.2 RAM16S2 

プリミティブの紹介 

RAM16S2(16-Deep by 2-Wide Single-port SSRAM)はアドレス深さが 16、

データ幅が 2のシングル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16S2はデータ幅が 2のシングル・ポート SSRAMで、その読み出

しアドレスと書き込みアドレスは同じです。WREが Highのときに書き込

みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジでデータがメモリ

にロードされます。読み出し操作では、アドレスに対応するデータが出力

されます。つまり、CFUの LUTによって構成される SSRAMは、同期的

に書き込まれ、非同期的に読み出されます。ただし、必要な場合は、各 LUT

に関連付けられたレジスタを使用して同期読み出しも実装できます。その

タイミング図を図 5-1に示します。 

ポート図 

図 5-3 RAM16S2のポート図 
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ポートの説明 

表 5-4 RAM16S2のポート図 

ポート I/O 説明 

DI[1:0] 入力 データ入力 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

AD[3:0] 入力 アドレス入力 

DO[1:0] 出力 データ出力 
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パラメータの説明 

表 5-5 RAM16S2のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0~ INIT_1 16'h0000~16'hffff 16'h0000 RAM16S2の初期値 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16S2 instName( 

.DI(DI[1:0]), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.AD(AD[3:0]), 

.DO(DOUT[1:0]) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'h0790; 

defparam instName.INIT_1=16'h0f00; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16S2 

   GENERIC (INIT_0:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_1:bit_vector:=X"0000" 

); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic_vector(1 downto 0); 

    DI:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    AD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

   ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16S2 

  GENERIC MAP(INIT_0=>X"0000", 

INIT_1=>X"0000" 

) 

  PORT MAP ( 
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          DO=>DOUT, 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 

          AD=>AD 

    ); 

5.3 RAM16S4 

プリミティブの紹介 

RAM16S4(16-Deep by 4-Wide Single-port SSRAM)はアドレス深さが 16、

データ幅が 4のシングル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16S4はデータ幅が 4のシングル・ポート SSRAMで、その読み出

しアドレスと書き込みアドレスは同じです。WREが Highのときに書き込

みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジでデータがメモリ

にロードされます。読み出し操作では、アドレスに対応するデータが出力

されます。つまり、CFUの LUTによって構成される SSRAMは、同期的

に書き込まれ、非同期的に読み出されます。ただし、必要な場合は、各 LUT

に関連付けられたレジスタを使用して同期読み出しも実装できます。その

タイミング図を図 5-1に示します。 

 

ポート図 

図 5-4 RAM16S4のポート図 

RAM16S4

WRE

CLK

AD

DI

DO

/

/

/

4

4

4

 

 

ポートの説明 

表 5-6 RAM16S4のポート図 

ポート I/O 説明 

DI[3:0] 入力 データ入力 
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ポート I/O 説明 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

AD[3:0] 入力 アドレス入力 

DO[3:0] 出力 データ出力 

 

パラメータの説明 

表 5-7 RAM16S4のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0~ INIT_3 16'h0000~16'hffff 16'h0000 RAM16S4の初期値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16S4 instName( 

.DI(DI[3:0]), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.AD(AD[3:0]), 

.DO(DOUT[3:0]) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'h0450; 

defparam instName.INIT_1=16'h1ac3; 

defparam instName.INIT_2=16'h1240; 

defparam instName.INIT_3=16'h045c; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16S4 

   GENERIC (INIT_0:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_1:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_2:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_3:bit_vector:=X"0000" 

); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic_vector(3 downto 0); 
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    DI:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    AD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

  ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16S4 

  GENERIC MAP(INIT_0=>X"0000", 

INIT_1=>X"0000", 

INIT_2=>X"0000", 

INIT_3=>X"0000" 

) 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 

          AD=>AD 

    ); 

5.4 RAM16SDP1 

プリミティブの紹介 

RAM16SDP1(16-Deep by 1-Wide Semi Dual-port SSRAM)はアドレス深

さが 16、データ幅が 1のセミ・デュアル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16SDP1には、書き込みアドレスWADおよび読み出しアドレス

RADがあります。この 2つのアドレスポートは非同期です。WREが High

のときに書き込みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジで

データがメモリにロードされます。読み出し操作では、読み出しアドレス

に対応するデータが出力されます。そのタイミング図を図 5-5に示します。 
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図 5-5 RAM16SDP1モードのタイミング図 

 

 

ポート図 

図 5-6 RAM16SDP1のポート図 

RAM16SDP1

WRE

CLK

WAD

RAD

DI

DO/

/

4

4

 

 

ポートの説明 

表 5-8 RAM16SDP1のポート図 

ポート I/O 説明 

DI 入力 データ入力 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

WAD[3:0] 入力 書き込みアドレス信号 

RAD[3:0] 入力 読み出しアドレス信号 

DO 出力 データ出力 
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パラメータの説明 

表 5-9 RAM16SDP1のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0 16'h0000~16'hffff 16'h0000 
RAM16SDP1の初期

値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16SDP1 instName( 

.DI(DI), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.WAD(WAD[3:0]), 

.RAD(RAD[3:0]), 

.DO(DOUT) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'h0100; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16SDP1 

   GENERIC (INIT_0:bit_vector:=X"0000"); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic; 

    DI:IN std_logic; 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    WAD:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    RAD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

  ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16SDP1 

  GENERIC MAP(INIT_0=>X"0000") 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 



5 SSRAMプリミティブ 5.5RAM16SDP2 

 

UG285-1.3.7J 48(61) 

 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 

   WAD=>WAD, 

          RAD=>RAD 

    ); 

5.5 RAM16SDP2 

プリミティブの紹介 

RAM16SDP2(16-Deep by 2-Wide Semi Dual-port SSRAM)はアドレス深

さが 16、データ幅が 2のセミ・デュアル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16SDP2には、書き込みアドレスWADおよび読み出しアドレス

RADがあります。この 2つのアドレスポートは非同期です。WREが High

のときに書き込みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジで

データがメモリにロードされます。読み出し操作では、読み出しアドレス

に対応するデータが出力されます。そのタイミング図を図 5-5に示します。 

ポート図 

図 5-7 RAM16SDP2のポート図 
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ポートの説明 

表 5-10 RAM16SDP2のポート図 

ポート I/O 説明 

DI[1:0] 入力 データ入力 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

WAD[3:0] 入力 書き込みアドレス信号 

RAD[3:0] 入力 読み出しアドレス信号 

DO[1:0] 出力 データ出力 
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パラメータの説明 

表 5-11 RAM16SDP2のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0~ INIT_1 16'h0000~16'hffff 16'h0000 RAM16SDP2の初期値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16SDP2 instName( 

.DI(DI[1:0]), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.WAD(WAD[3:0]), 

.RAD(RAD[3:0]), 

.DO(DOUT[1:0]) 

);  

defparam instName.INIT_0=16'h5600; 

defparam instName.INIT_1=16'h0af0; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16SDP2 

   GENERIC (INIT_0:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_1:bit_vector:=X"0000" 

); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic_vector(1 downto 0); 

    DI:IN std_logic_vector(1 downto 0); 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    WAD:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    RAD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

  ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16SDP2 
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  GENERIC MAP(INIT_0=>X"0000", 

INIT_1=>X"0000" 

) 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 

   WAD=>WAD, 

          RAD=>RAD 

    ); 

5.6 RAM16SDP4 

プリミティブの紹介 

RAM16SDP4(16-Deep by 4-Wide Semi Dual-port SSRAM)はアドレス深

さが 16、データ幅が 4のセミ・デュアル・ポート SSRAMです。 

機能の説明 

RAM16SDP4には、書き込みアドレスWADおよび読み出しアドレス

RADがあります。この 2つのアドレスポートは非同期です。WREが High

のときに書き込みが実行されます。この場合、CLKの立ち上がりエッジで

データがメモリにロードされます。読み出し操作では、読み出しアドレス

に対応するデータが出力されます。そのタイミング図を図 5-5に示します。 

ポート図 

図 5-8 RAM16SDP4のポート図 
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ポートの説明 

表 5-12 RAM16SDP4のポート図 

ポート I/O 説明 

DI[3:0] 入力 データ入力 
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ポート I/O 説明 

CLK 入力 クロック入力 

WRE 入力 書き込みイネーブル入力 

WAD[3:0] 入力 書き込みアドレス信号 

RAD[3:0] 入力 読み出しアドレス信号 

DO[3:0] 出力 データ出力 

 

パラメータの説明 

表 5-13 RAM16SDP4のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0~ INIT_3 16'h0000~16'hffff 16'h0000 LUT4の初期値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

RAM16SDP4 instName( 

.DI(DI[3:0]), 

.WRE(WRE), 

.CLK(CLK), 

.WAD(WAD[3:0]), 

.RAD(RAD[3:0]), 

.DO(DOUT[3:0]) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'h0340; 

defparam instName.INIT_1=16'h9065; 

defparam instName.INIT_2=16'hac12; 

defparam instName.INIT_3=16'h034c; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT RAM16SDP2 

   GENERIC (INIT_0:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_1:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_2:bit_vector:=X"0000"; 

INIT_3:bit_vector:=X"0000"; 

); 
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   PORT( 

    DO:OUT std_logic_vector(3 downto 0); 

    DI:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    CLK:IN std_logic; 

    WRE:IN std_logic; 

    WAD:IN std_logic_vector(3 downto 0); 

    RAD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

  ); 

END COMPONENT; 

uut:RAM16SDP2 

  GENERIC MAP(INIT_0=>X"0000", 

INIT_1=>X"0000", 

INIT_2=>X"0000", 

INIT_3=>X"0000" 

) 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 

          DI=>DI, 

          CLK=>CLK, 

          WRE=>WRE, 

   WAD=>WAD, 

          RAD=>RAD 

    ); 

5.7 ROM16 

プリミティブの紹介 

ROM16はアドレス深さが 16、データ幅が 1の読み出し専用メモリで、

メモリの内容は INITによって初期化されます。 

機能の説明 

ROM16の読み出し操作では、アドレスに対応するデータが出力されま

す。そのタイミング図を図 5-9に示します。 

図 5-9 ROM16モードのタイミング図 
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ポート図 

図 5-10 ROM16のポート図 
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ポートの説明 

表 5-14 ROM16のポート図 

ポート I/O 説明 

AD[3:0] 入力 アドレス入力 

DO 出力 データ出力 

 

パラメータの説明 

表 5-15 ROM16のパラメータの説明 

パラメータ 範囲 デフォルト 説明 

INIT_0 16'h0000~16'hffff 16'h0000 ROM16の初期値 

 

プリミティブのインスタンス化 

プリミティブを直接インスタンス化するか、IP Core Generatorで生成で

きます。詳しくは、6 IPの呼び出しを参照してください。 

Verilogでのインスタンス化： 

ROM16 instName ( 

.AD(AD[3:0]), 

.DO(DOUT) 

); 

defparam instName.INIT_0=16'hfc00; 

VHDLでのインスタンス化： 

COMPONENT ROM16 

   GENERIC (INIT:bit_vector:=X"0000"); 

   PORT( 

    DO:OUT std_logic; 
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    AD:IN std_logic_vector(3 downto 0) 

); 

END COMPONENT; 

uut:ROM16 

  GENERIC MAP(INIT=>X"0000") 

  PORT MAP ( 

          DO=>DOUT, 

          AD=>AD 

    ); 
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6IPの呼び出し 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorは、IPコアの呼び出しをサポ

ートします。ユーザーは GUIでデータ幅、アドレス深さ、書き込みモード、

及び読み出しモードを設定して IPモジュールを生成することができます。

それ以外にも、BSRAM、SSRAMを実装する方法は 2つあります。1つは、

Gowinソフトウェアのプリミティブライブラリのファイルを呼び出し、ポ

ート及びパラメータを設定して IPモジュールを生成する方法です。もう 1

つは、合成時、合成ツールで自動的に BSRAM、SSRAMモードに合成す

る方法です。 

IP Core Generatorでは、BSRAMモジュールはシングル・ポート・モー

ド、セミ・デュアル・ポート・モード、デュアル・ポート・モード、およ

び読み出し専用モードをサポートし、SSRAMモジュールはシングル・ポ

ート・モード、セミ・デュアル・ポート・モード、および読み出し専用モ

ードをサポートします。以下では、デュアル・ポート・モードの BSRAM

とシングル・ポート・モードの SSRAMの呼び出しを紹介します。 

6.1 デュアル・ポート・モードの BSRAM 

デュアル・ポート・モードの BSRAMは、プリミティブの DPBおよび

DPX9Bにより実装できます。IP Core Generatorのインターフェースで

"DPB"をクリックすると、右側に DPBの概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで"DPB"をダブルクリックすると、

DPBの"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。このウィン

ドウには General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図がありま

す（図 6-1）。 
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図 6-1 DPBの IP Customizationウィンドウの構造 

 
 

1. General構成タブ。General構成タブは、IPファイルの構成に使用さ

れます。 

 Device：対象デバイス。 

 Device Version：デバイスのバージョン。 

 Part Number：パーツ番号。 

 Language：IPを実現するハードウェア記述言語。右側のドロップダウ

ンリストからターゲット言語（Verilogまたは VHDL）を選択します。 

 Module Name：生成される IPファイルのモジュール名。右側のテキス

トボックスで編集できます。Module Nameをプリミティブ名と同じに

することはできません。同じ場合、エラーメッセージがポップアップ

します。 

 File Name：生成される IPファイルのファイル名。右側のテキストボ

ックスで再編集できます。 

 Create In：生成される IPファイルのパス。右側のテキストボックスで

パスを直接編集するか、テキストボックスの右側にある選択ボタンを

使用してパスを選択できます。 

2. Options構成タブ。Options構成タブは IPのカスタマイズに使用され

ます。図 6-1に示すように、Aポートと Bポートがあります。 
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 Data Width & Address Depth：アドレス深さ（Address Depth）とデー

タ幅（Data Width）を構成します。構成されたアドレス深さとデータ

幅を 1つのモジュールで実装できない場合、IP Coreは複数モジュール

の組み合わせで実現します。 

 Resource Usage：現在の構成で使用される Block Ram、DFF、LUT、

MUXの数を計算し、表示します。 

 Read/Write Mode：読み出し/書き込みモードを構成します。DPBは以

下のモードをサポートします。 

- 2つの読み出しモード：Bypassと Pipeline。 

- 2つの書き込みモード：NormalとWrite-Through。 

 Reset Mode：リセットモード（同期モード"Synchronous"または非同

期モード"Asynchronous"）を選択します。 

 Initialization：初期値を構成します。初期値は、バイナリ、16進数、ま

たはアドレス付き 16進数の形式で初期化ファイルに書き込まれます。

"Memory Initialization File"で選択される初期化ファイルは手動で入力

するか、Gowinソフトウェアの"File > New > Memory Initialization File"

をクリックすることにより生成できます。生成方法の詳細は『Gowin

ソフトウェア ユーザーガイド(SUG100)』を参照してください。初期

化ファイルの形式については 7初期化ファイルを参照してください。 

注記： 

 Options構成タブでは、DPBの Port Aと Port Bのアドレス深さ、データ幅、お

よび読み出し/書き込みモードを個別に構成できます。 

 DPBの Port Aと Port Bは同じBSRAMに対して読み出しと書き込みを行うため、

Port Aと Port Bの Address Depth*Data Widthは同じでなければなりません。 

 Options構成の初期化ファイル（Memory initialization File）内にあるデータの幅

は Dimension Matchで選択した Portのデータ幅と一致しなければなりません。 

 Port Aと Port Bの Address Depth*Data Widthの結果が一致しない場合、Error

メッセージがポップアップします。 

 データ幅が一致しない場合、生成される DPBインスタンスの Init値はデフォル

トで 0となり、そして Outputウィンドウで以下のメッセージがポップアップし

ます：Error (MG2105): Initial values' width is unequal to user's width。 

3. ポート図 

 ポート図は、現在の IP Coreの構成結果を表示し、入力・出力ポート

の幅は Options構成に従ってリアルタイムで更新されます（図 6-1）。 

 Options構成の Port Aと Port Bアドレス深さ"Address Depth"の構成は

アドレスの幅に影響し、データ幅"Data Width"の構成は入力データと出

力データの幅に影響します。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名された

3つのファイルが生成されます： 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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 "gowin_dpb.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_dpb_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_dpb.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名のサ

フィックスは.vhdになります。 

6.2 シングル・ポート・モードの SSRAM 

RAM16S（シングル・ポート・モードの SSRAM）は、プリミティブの

RAM16S1、RAM16S2、および RAM16S4により実装できます。IP Core 

Generatorのインターフェースで RAM16Sをクリックすると、右側に

ALU54の概要が表示されます。 

IPの構成 

IP Core Generatorインターフェースで RAM16Sをダブルクリックする

と、RAM16Sの"IP Customization"ウィンドウがポップアップします。この

ウィンドウには General構成タブ、Options構成タブ、およびポート図が

あります（図 6-2）。 

図 6-2 RAM16Sの IP Customizationウィンドウの構造 

 
 

1. General構成タブ。General構成タブは、IPファイルの構成に使用され

ます。RAM16Sの General構成タブの使用はデュアル・ポート・モー

ドの BSRAMと同様です。詳細については、6.1デュアル・ポート・モ

ードの BSRAMを参照してください。 
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2. Options構成タブ。Options構成タブは IPのカスタマイズに使用されま

す。Options構成タブを図 6-2に示します。RAM16Sの Options構成タ

ブの使用はデュアル・ポート・モードの BSRAMと同様です。詳細につ

いては、6.1デュアル・ポート・モードの BSRAMを参照してください。 

3. ポート図 

 ポート図は、現在の IP Coreの構成結果を表示し、入力・出力ポー

トの幅は Options構成に従ってリアルタイムで更新されます（図

6-2）。 

 Options構成のアドレス深さ"Address Depth"の構成はアドレスの

幅に影響し、データ幅"Data Width"の構成は入力データと出力デー

タの幅に影響します。 

生成されるファイル 

IPの構成が完了したら、構成ファイルの"File Name"によって命名された

3つのファイルが生成されます： 

 "gowin_ram16s.v"は完全な verilogモジュールです。 

 gowin_ram16s_tmp.vは IPのテンプレートファイルです。 

 "gowin_ram16s.ipc"は IPの構成ファイルです。 

注記： 

VHDLが設計の言語として選択されている場合、生成される最初の 2つのファイル名のサ

フィックスは.vhdになります。 
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7初期化ファイル 

BSRAMおよび SSRAMでは、メモリの各ビットを 0または 1に初期化

できます。初期値は、バイナリ、16進数、またはアドレス付き 16進数の

形式で初期化ファイルに書き込まれます。 

7.1 バイナリ形式（Bin File） 

Binファイルはバイナリ数 0と 1から成るテキストファイルです。行の

数はメモリのアドレス深さ、列の数はメモリのデータ幅を表します。 

#File_format=Bin  

#Address_depth=16 

#Data_width=32 

00001100000100000000100100010000 

10000000010010000100000001000000 

01000000100000001000000010000000 

00100000100001001100000011000000 

7.2 16進数形式（Hex File） 

Hexファイルは Binファイルと同様で、16進数の 0~Fで構成されます。

行の数はメモリのアドレス深さを表し、各行のデータのバイナリ数はメモ

リのデータ幅を表します。 

#File_format=Hex 

#Address_depth=8 

#Data_width=16 

3A40 

A28E 

0B52 

1C49 

D602 
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0801 

03E6 

4C18 

7.3 アドレス 16進法形式（Address-Hex File） 

Address-Hexファイルは、データ記録を有するアドレスとデータを記録

します。アドレスとデータはすべて 16進法数の 0~Fから成り、各行のコ

ロンの前はアドレスで、コロンの後はデータです。ファイルでは、書き込

みデータおよびそのアドレスのみ記録し、記録のないアドレスのデータは

デフォルトで 0です。 

#File_format=AddrHex 

#Address_depth=256 

#Data_width=16 

9:FFFF 

23:00E0 

2a:001F 

30:1E00
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